
 

 

 
植栽定期保守活動（桐屋造園） 

○9/13（水）～ 
中弐・街区内全般の「芝刈、除草、草刈」を実施。 

4 号棟・5 号棟前駐車場のサンゴジュ生垣の刈込・剪定を実施。 

4 号棟・5 号棟・6 号棟・7 号棟のヒイラギ生垣の刈込・剪定を実施。 

 

植栽スポット保守活動（桐屋造園） 
〇４号棟東側・駐輪場脇、1 号棟西側の「カンツバキ」の炭疽病は、7 月８月の定期植栽保守時

の 2 回の消毒で改善しました。 

 

〇街区内の「クチナシ」4 ヵ所に発生したオオスカシバの幼虫は、8 月の定期植栽保守時の消毒

でほぼ駆除できました。 

 

〇５号棟西側のメイン通路出入口にある「シンボルシラカシ」の樹液に飛来していたスズメバチ

は樹液が止まると共に飛来がなくなり、7/21（月）に設置した歩行者へのスズメバチ注意喚起

のカラーコーンは 8/22（火）に撤去しました。 

 

〇植木の鉢土は 7 月に一旦撤去したが、今年は大規模修繕工事で 7 号棟の鉢土集積所では 

満杯状態であり、今般 桐屋造園の見積りで鉢土撤去作業を 9 月末までに早急に実施したく 

 承認をお願い致します。                        （見積り金額 ： 81，675 円（消費税込）） 

 

〇柳瀬川通りから 6 号棟・7 号棟に入る路肩のアベリアの大型植木鉢・2 個は木製の為、古く 

なり鉢が壊れアベリアも枯れ始めており、今般 桐屋造園の見積りで同じアベリアを植えた 

プラスチック製の大型植木鉢を 11 月初めまでに更新したく承認をお願い致します。 

(見積り金額 ： 111，320 円(消費税込) ) 

 

その他の植栽・花だよりについて 
 

○9 月初旬、円形広場や街区内の桜の木の下に毛虫の黒い糞（フン）が沢山落ちていましたが 

  桜の葉を食べる「モンクロシャチホコ」の幼虫の 5 ㎝位の毛虫の糞です。モンクロシャチホコ

の毛虫は毒がなく人体にも無害で、桜の葉を食べるが花芽の芯まで食べなく翌春の花には 

  影響がなく今年も特に消毒等はしませんので、皆さんにお知らせ致します 
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○先月、街区内のピンク色のサルスベリの木を 4 ヵ所（円形広場周り 2 箇所・3 号棟前と 2 号棟

西側）とご紹介しましたが、もう 1 ヵ所、4 号棟南側にまだきれいに咲いていますので、お詫び 

して訂正させて頂きます。 

 

清掃美化活動 

 
○ゴミ集積所８ヵ所の警告看板は古くなってよく読めない看板や壊れた看板等もあり、今般 市役

所から無料で看板を入手し、併せて防犯カメラ設置の警告看板も新しく設置して看板を充実さ

せる更新作業を下記の通り実施します。 

    ※ 設置看板 ・・・ 不法投棄禁止（志木市役所） ・ 無断持ち去り厳禁（志木市役所・ 

                 朝霞警察署） ・ ごみ・資源収集場所お知らせ（志木市役所） 

                 防犯カメラ作動中の警告 （Amazon より購入） 

    ※ 設置日程 ・・・ ベンリィー富士見鶴瀬店にて 9/18（月）に設置 

※ 設置費用 ・・・ 合計 56,590 円（消費税込） 

〇東コミの清掃員の方からの要望で 6 号棟・7 号棟ゴミ集積所に資源プラスチック・ペットボトル用 

 ネットの取付フック 12 ヵ所をベンリィー富士見鶴瀬店にて 9/13（水）に設置しました。      

 

○専門委員が常時街区内のゴミ集積所の状況を見て点検巡回を実施しました。  

 

その他の活動 
 

〇夏場の乾燥期に水遣りの散水ホースを設置し夜間の自動散水作業を今年も実施しているが 

  ホースの経年劣化もあり修理しながら散水作業を継続している。 

  日照りが続く中でアジサイ・オオムラサキともにその後も元気に成長しています。 

 台風で一時的に雨が降ったが、その後は雨が降らず散水ホースの撤去はしばらく様子をみて

今月末頃に延期する予定です。. 

 

※ 散水箇所 ・・・ アジサイの木 4 ヵ所と管理事務所東側に 3 月に補植したオオムラサキ 

1 ヵ所の合計５ヵ所 （昨年は７ヵ所） 

※ 散水時間 ・・・ 19：00～ 23：00 （４H） 

※ 散水期間 ・・・ 7/18 ～ 9/末頃を予定  

 

〇大規模修繕工事で 4 号棟南側のアジサイに続き 6 号棟北側のサツキが工事落下物で枝折

れが発生しておりアジサイの枝と同様に折れたりしており、カシワバラ様の解体工事時にも

同じ問題が発生する可能性もあり、植栽の現状復帰について工事終了時に話し合う必要が

あります。 

 

  〇第 42 期第 1 号「ファミリータイムズ」9 月 10 日発行の原稿について、（1）今年度の活動方針、

（2）植栽保守活動、（3）清掃美化活動、（4）今年度のその他主な取組み等を寄稿しました。 

 

 

                                                      以上 


